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編　集　後　記

伊豆諸島の地震や食中毒事件等，とかく穏やかでない日々が続いています．危機管理も地域保健に大きく求め

られていることの一つであることを改めて思い出させます．本号の特集は，「これからの公衆衛生看護」と題し

て，公衆衛生看護学部が中心となって取り組んで下さいました．公衆衛生看護の領域は広く，またその奥行きは

多様であることが理解できます．公衆衛生看護の専門性について真摯に向かったこれらの考察は，この領域のみ

ならず公衆衛生全体の将来を切り開いてゆく指針となると信じます．

また，本年１月の，西正美先生の特別講義の記事が取り上げられていますが，講義では，地域保健の最大公約

数的新しいパラダイムを追求するばかりでなく，地域特有の保健課題を取り上げてゆくやり方を忘れてはならな

いことを再認識させられ，印象的だったのを思い出します．

加藤則子（母子保健学部）
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